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平成 19年
"月
:7日 (土)に 開催された fつといJ

では農林泳違4消 費安全局から佐藤京子さん 横浜市
食の安全懇括会から層ヨ肇子さんを講師に迎えそれぞ
れの立場から

'食
の安全Jへ の■iド にされた。

佐藤さんから1よ食品の表示ひとつをとつても関係
する省■や法律力籠戦あることが字ず説明された。こ

れらがどのように輌 食贔に関係しているの力ヽコ仏
たちの想像を超えているの力

"財

た さらに法律で取り
綺まっているにも係わらま 次から次へ出てくる表示
違島 問題も課題も分かつている力竹獨つ饉割り行政
がネックとの話しには 「ではなゼそこから改善しない
のか?」 と素朴な疑問力

"い

てきま丸 できないて|ま
なく どうやるのかを聞きたい市島 会場からは多く
の質間が出された。

資料によると、嘉 食ヽ品は年々増加.取 り締まる検
疲所は模査が追いつかな,、輸入食品の監視には人も
足りない 様査制度も万全を望めない 健康複書が発
生し 残留慶栞 動物醸 品の難 反も後を絶た
ないこと0(分かった。

内検査を,っ た総数ま18万 9002件で 綸入層
け出総数のわずか 1021.

奎品の監例奉前は 国‐厚生労働省が輸入食品を担当
し 国内に流通する食品喘窒口庁県の保働所 G13ヶ

所)の 食昂価生監祝員力

"っ

ている.話 し力雉むにつ

ね̂商 店にならぶ食材や食料品は一元的に監視されて
いるのではないことを知り 問合せ先もさまざまなこ
とが分かり おかしさがどこにあるのかを私たち1憾
じる場画もあった.

今 やっと相談憲日の一元的な取り組み力鮨まった。
厚生労働雀と農林泳達省力饉薔し相互に担当者を派遣
し食品の表示に関する相談窓口を一

～
ヒした しかし

全国でやつと6ヶ滉 まだ

"剌

1県にまないの力例 え
食品安全に関する情報は公的なホームページ 雑議
会議■薇 研幻折などで大手できるもの国鷺頼できる
nllと言われても すぐに手に入るでしょうか? 今
回臨時号ではできるだけ情報を早く正しく入手しても
らえるように一覧をつけました ::
オ詳細は3面

:呻 孝子さんま主婦の立■ 視点から食の安全につ

いて 「私たちが,頃 まず気づかわばならないことJと
するとく切り込まれた.関 `しをも

つて注意すれ|ま表
示の見方を変えること力贅 きます。口に入ってからで
1よ 遅すぎる.全 べる前に 「ちょっと考えるJヽ民に
と 実線の商■を見せながら 「表示方法0意 味Jの 説
明があった。 消費者としては最後のよりどころ

輸入金品Iま全目31o検 疵所で囀 漏゙けを曼付ける
摯饉課力
(あ
るの|まそのうち6ヶ疏

福向 大阪 師 生な 名古屋 東京 繭 奎な
03人 の監視員だけで,ら れている !: それも
モニタリング構査では一定の率で見逃してしまう.
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「

味方である 「表示Jに これほど襄切られてしまうと

自衛手段をどうとるのヽ 子どもたちの食生.o実饉

から
'奎
育Jの 大切さ 私たち自身の食に対する考え

方から 消費行動や籠買方法の見直しという生活糠拭

にまて踏み●0だ雛演となりました.

横浜市の取り組みとして 「食品衛生監視指導計画J

力年度ごとに策定され
'食
の安全Jに 関する情報提供

や意見交換がシンポジウムなどを通じて市民に向けて

行われていることが紹介された。しかし言葉区民はど

こまでこの情報に触れる機会llあるのか 会場姜加者

の多くがこのシンポジウムそのものも知らないことが

垣間見えた.食 の安全といつた生活に欠かせない情報

を区民が知る機会をもっと増やす必要を感じ 区民会

議としてやるべきことが見えた議演会 つといだつた

|
「食品品質表示の早分かり,臨 から抜粋,

赫

左 |]い辛子さん

右 ,佐藤京子さん

Q輸 入枷国内で薔奏した員類の原産地の扱いはどうなりま

すか

A輸 入後 出荷調整や砂抜●などのため国内で書議出た貝

類の原産地は その輸出国となります

0肇 品における原産地の考え方について教えてく饉

い

A原 産地とは生鮮食品を幾略 飼養または二産した地を指

します 書産‐こどでは 飼養地がlln=た がる場合があ

りますが この場合は飼養期f・い 最も長い飼養地を原産地

として表示することとなつてもヽます.

0印 が義務付ナ

られている

表示事項です

原 料 原 産 地 名

精 米 年 月 日

Q輸 入品とはどのような製品をさしますか また 表示の

番みを負うのは雄ですか

A輸 入品とま①容器泡厳され そのままの形態で消費者

に販売される製品(製品櫛 O② ル`クの状態で輸入された

ものを 国内で4,け し 曽報抱喘ιた製品①製品輸入され

たものを 国内でおめ合わせた製品Эその他 輸入された

製品について 国内で「商品の内割こついて実質的な変更

をもたらすl■お1が腱 れていない製品を指します 製品綸

入したものについては輸入者に表示●務があります この

場合の機入昔とよ爆ヽした製品の表示内容について日本

国内て責任を持つ者となります また ②のようこバルクの

状態で輸入されたものを国内で」,け 包装した暑合は 小

分け包装した者に表示義務があります また よ S法では

加工奎品品質表示基事の規定に従い 販売柴者が当該製

品の表示内容に責任を持つ旨合意がなされている場合に

は 当鉄販売綺 表示壌激 なることもできます ただ

し この場合 食品衝生送に従い 別逮加工業者または聖

… …

び氏名も記載することが必要です

青葉区民会議 臨時号



食品薇生決では全品を4‐つジャン,日三分けで表示法を義務付けてしヽます。

今回の 『区民のつどい』てお護しした

テキスト(下凛 )に 効 りヽやすく

解議

"っ

ていま丸 必要な方は下記

アドレスからプリントアウトして下さい

Itt,,/ - 1,,■。t o● J。

(原材料つ一部にOO由 来原材料が含議 す)と
いう旨の表示が●●●ます。

横浜市健康福

"弓

食品衛生課
ht,7_c ty ydohtt j,′鱗″enkOu
/s.●k唄‐・″|“α hhl

名称 所管の官庁/メ ールア ドレス/電 話番号

食品ヽ三法
厚生労働省 医薬食品局食品安全部基準審査調査表示係
,"w nhlw , j。 /t。,loo/bukyoko/1yako/shookuanzon/1・lox htm
03-5253-1111

OAS法

晨林水産省 消費 安全局表示 規福繰
●■■ maff =o 」o/1ndox ht■   03-3502 8111

景品表示エ

公正取号委員会
景品表示法についての相談窓口‐消費者取=課
景品表示法違反事実についての申告喀ロー景品表示監視室
■■■ 」ito go J,ノkoihyo/indox htn  03-3●●81-5471

く―元的な相談落口>平 曰 (月～金)10:∞～12:∞と1300～ 16:∞

厚生労働省と農林水産省の連携のもと 相互に担当者を派遣し 食品0表 示に関する一元的な相談窓口を開説
受引寸する相談の内容lよ奮品術生漱及びJAS法 に基づく食品表示に関する相談です。

名 称 場所及び電話番= □催 日
社団法人
日本奎品衛三協会
資品安全情報相談室

東京都渋谷区神自前 2-6-1
食品術生センター 1階
T[L103-3403-4127

毎週月曜日

独立行政漱人
農林水産消費技術センター本部
交流技術課

綺玉県さいたま市中央区新都 い2-1
さいたま新都心合同庁舎薇査擦
T[[,048-600-2360

毎過水曜日

【アレルギ=鮨資を合t食 品の原材氣表示につt てヽ】
〈食品衛生法に基づく)平成14年 4月1日より 特定原
材料を含む旨の表示力霧劉ヒされている

遺伝子組換え食品

必ず表示される5品 乳 ′嗅 そ!ま 落セ生

あわび いか いくら 力ヽこ
え0ヽオレンジ くるみ
キウィフルーツ 牛肉 さけ
きfよ大豆 鶏肉 バナナ
豚肉 まつたけ もも、
やまいも りんニ ゼラテン

表示が勧められている
20品 日 〈特定原材 IIに
準ずるもの)

青葉区内では ,葉 区福祉保健センター
査品衝生担当 Iじ い  R湖 8223

魃′^．ヽ

骨葉区罠会議 臨時号 200,年 2月



食の安全性につい

て困うたときどう

|  |

何もしなかった ⅢⅢ に
1相談

されましたか 困 つ て も そ の ま ま の 方 が 43

食関係の団体やな

口をご存短ですか

「まい,「いいえ,

自由i3入ての 「童の安全Jに 対する提案には 「正しく見ゃすい表示を1

な情報の提供を望む」嗜 教育の機会拡大J「問い合わせ部門の明確化」

哺 責者も正しく判断する必要があるJ「消費者からも積極的な意見をJ

民一体の安全な食の仕組み確立が必晏」「法令違反者への厳格な対応をJ

2′ 力
 |

が最も多く 次いで 剛 断できる正確

「海外含む生産者情報の開示」 さらに

といつた消費者への櫂実 さらに
'官といつた意見がありました

食生活等
改 菫推進員

食品価生
機会 摯 ■

`,1

保健活動
控進員

食品衛生
監視員

横浜市
消費生活
性合 ,"―

消費生活
推進員

|は し`Jの割合
(認知率 ) 33χ 29χ 19■ 21χ 38× 31X 27、

食品全般の安全 |

性についてどう l

1感 じていますか  | 85%の 方が不安を感 じています

'賞
味期眼Jを |

過ぎて しまいま |

した あなたは  |

自分の情で
椰断する

〓
　
女
ヾ0

青案区食生活等改善推進員(愛称… ベルスメイトXま 自らの健康づくりを実践し 「私た

ちの健康は私たちの手でJをスローガンに全生活を中心とした「健康づくりの知恵」を区民

の皆さんに広めています ベルスメイトの主な活動ま福祉保億センターとの協働事業であ

る健康フエステバルをはじめ 横浜市姜

“

事業「市民の健康づ

くり事業J 自生活動「骨粗爆症予防と運動J'瑕子の食宵教皇J

等のポランティア活動を実施しています ベルスメイトこなるた

めには 食生活等改普推進員養成講座の受講修アが条件とな

ります  養咸鷹座に関する間合せ 青葉区II祉保億センタ

―健康づくり慄 045982441

ヘルスメイトの活動等に関する問合せ 045913騒 2

トップoは ,葉

―

,I輸 入食畠の安全性J'遺 伝子組換え食昴の安全性Jで した

■葉区員会尋 臨時号 2007年 2月


